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今後の道路行政についての意見・提案 様式 ①
①道路行政全般について改善すべき点、要望や提案など 和 歌 山 県

１．道路は地方にとって将来のチャンスの保障
○道路は、商工業・観光・防災・医療など、あらゆる活動の基礎となるインフラであり、ナショナルミニマムを保障する根本。
○本県では、江戸時代は廻船航路の寄港地として栄え、鉄道も昭和３４年に紀伊半島一周がつながり、この時代までは国策で全国に
交通ネットワークが形成され、チャンスが与えられていた。

○しかし、モータリゼーションの時代になり、未だ本県は高速道路の空白地。
○本県にとって高速道路を初めとする道路ネットワークの確立は、「医療・教育機会の平等など人が暮らすための平等な権利の保障」、
「企業立地や観光・農林水産業の振興など経済活動の基本的なチャンスの保障」、「大規模地震などの自然災害への備え」として不
可欠であり、公平性の観点から早期整備が必要。

新規産業の立地には高速道路が不可欠

高速道路時代は未だ空白地で
遅れが取り戻せなくなった
人口減少率の

ワースト4県（H 12-17）

１位 秋田県
２位 和歌山県
３位 青森県
４位 島根県

県税減少率の

ワースト4県（H12-17）

１位 高知県
２位 島根県
３位 和歌山県
４位 鳥取県

高速道路空白地

高速道路整備と工業立地の関係

 新しく開通した高速道路沿道を中心に
 工場の新規立地が進んでいる

モータリゼーションに取り残された和歌山県
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今後の道路行政についての意見・提案 様式 ①
①道路行政全般について改善すべき点、要望や提案など 和 歌 山 県

３．道路事業の評価に対する意見

(1)現行の手法の問題点
○日本の便益算出方法は、世界に類を見ない過小評価である。
○人が暮らすための平等な権利の保障や、経済活動の基本的なチャンスの保障、安全・安心といった観点が評価されていない。

(2)事業評価として加味すべき項目
○便益として評価すべき事項
・通行止め時迂回解消（高速道路等の整備により台風時などの通行止めに伴う迂回時間が大幅に短縮。）
・大災害時の経済損失軽減（高速道路等の整備により、東南海・南海地震など大災害発生時の経済損失が軽減。）
・救命率向上（重篤患者搬送時間の短縮により、救命率が向上。）
・観光振興等地域の活力向上（アクセス時間の短縮による観光客やその滞在時間の増加等。）
・環境改善（大気汚染、騒音、CO2排出の削減。）

○地域のポテンシャル特性を踏まえた便益の評価
・地方では、道路整備によりチャンスが生まれ、拡大し、それを活かしているため、新しい道路周辺での開発交通や、より遠く
の目的地への目的地変更といった誘発交通量が発生し、交通量の実績は推計を大きく上回っている。

【別紙】参照
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○みなべ～田辺 　　　（単位：台／日）
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○海南～有田　　　　（単位：台／日）
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今後の道路行政についての意見・提案 様式 ②

②－１ 地域の現状と抱える課題 和 歌 山 県

○現状 ○課題

１．県勢の低迷、県内産業等の状況 １．県民の将来のチャンスの確保

・人口減少率（H12～H17） ： 3.2％ 全国 2位 ・急激な高齢化、人口減少下における自立した地域づくり

・高齢化率 （H17） ：24.1％ 全国10位 ・地域間、地方都市間、大都市との交流・連携の強化

・県税減少率（H12～H17） ：18.0％ 全国 3位 ・インフラ整備による新たな企業立地や地場産業への支援

・温州みかん、梅、柿などの果樹生産高：全国1、2位 ・販路拡大や輸送コストの低減による農林水産業の振興

・生マグロ水揚量、タチウオ漁獲量：全国1位 ・世界遺産を中心とした広域観光ルート形成による観光振興

・観光客数：H19年 32,083千人（S60→H19 ＋32.5％） ・高速道路をはじめとした道路ネットワークの早期整備

外国人観光客数が世界遺産登録後、1.8倍

２．医療サービスの低下と発生確率が高まる大規模地震 ２．県民の安全・安心の確保

・医師の地域偏在と特定診療科の医師不足 ・高次医療施設への搬送時間の短縮による救急医療体制の強化

・東南海・南海地震の今後３０年以内の発生率 50％～70％ ・東南海・南海地震等大規模災害に備えた緊急輸送道路の確保

３．立ち遅れた道路整備と維持管理の増大 ３．道路ネットワークの早期確立

・国道・県道改良率（H19.4.1）：52.1％ 全国45位 ・重点整備と選択と集中による効率的・効果的な道路整備

・高規格幹線道路14,000km供用率（H20.3）：46.5％ 全国41位 ・急速な高齢化が予測される橋梁をはじめとする道路構造物の

・20年後の築50年以上橋梁（15m以上）の割合：44％(386橋) 予防保全による維持管理
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今後の道路行政についての意見・提案 様式 ③

②－２ 地域の目指すべき将来像 和 歌 山 県

○本県は和歌山県長期総合計画（計画期間：平成２０年度～平成２９年度の１０年間）に於いて、本県が持つ優れた特色（強み）を積

極的に活かして県勢を発展させていく姿を 『未来に羽ばたく愛着ある郷土 元気な和歌山』 としている。

○『未来に羽ばたく愛着ある郷土 元気な和歌山』を構成する６つの分野は以下のとおり

Ⅰ 未来を拓くひたむきな人間力を育む和歌山

Ⅱ 生涯現役で誰もが活躍できる和歌山

Ⅲ 国際競争力のあるたくましい産業を育む和歌山

Ⅳ 癒しと感動を与える誇れる郷土和歌山

Ⅴ 県民の命と暮らしを守る安全安心和歌山

Ⅵ にぎわいと交流を支える公共インフラを整備する和歌山

○将来像に関し、道路についてはⅤ、Ⅵにおいて下記のとおり整理

Ⅴ 県民の命と暮らしを守る安全安心和歌山

・大規模災害や台風、集中豪雨など自然災害に対し、被害を最小化するための基盤整備やソフト対策、災害発生時の応急対策、災害

発生後の復旧・復興など総合的な防災対策が講じられ、県民の安全・安心が確保

・交通事故が減少するなど、県民が安心して日常生活を送ることができる信頼性の高い社会が形成

Ⅵ にぎわいと交流を支える公共インフラを整備する和歌山

・道路は、商工業・観光・防災・医療など、あらゆる活動の基礎となるインフラであり、ナショナルミニマムを保障する根本。

・豊富な観光資源、果実や海産物等の「食」資源など、本県の持つ地域資源が、道路網の整備により、関西圏のみならず、日本さら

には世界に向けて発信

・道路網の整備により産業活動の条件も整い、さらなる企業立地が可能になるなど、県民のチャンスが拡大



6

今後の道路行政についての意見・提案 様式 ④
③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 和 歌 山 県
○重点事項 ○代表事例 ○期待する効果や評価等 ○その他

・国際競争力の強 １．高速道路ネットワークの整備
化のための交通 (1)紀伊半島を一周する近畿自動車道紀勢線 (1)(2)近畿自動車道紀勢線
サービスの向上 の早期整備 1)人が暮らすための平等な権利の保障

・地域活力の向上 ①人が暮らすためのナショナルミニマム
・都市交通の快適 (2)近畿自動車道紀勢線の４車線化 ②医療・教育機会の平等
性、利便性の向 ・三次医療施設への救急搬送時間の短縮
上

・大規模な地震、 2)経済活動の基本的なチャンスの保障
火災に強い国土 ①企業立地におけるチャンスの平等
づくり等 ・紀中・紀南地域「南紀広域企業集積地帯

構想」（有田市以南４市１５町１村、
H20年9月 経済産業大臣 基本計画同意）

②ポテンシャルを活かした観光や農林水産
業の発展

・世界遺産や温泉資源など豊富な観光資源
を有する紀南地域への時間短縮による観
光客の増加

・水揚げ量日本一を誇る生マグロ（勝浦漁
港）など農林水産物の京阪神、東京への
輸送時間の短縮

③高速道路渋滞区間の解消による本来機能
の発揮

・全国高速道路暫定２車線区間の交通量ト
ップ１０うち６区間がランクインされて
いる、海南～御坊間の渋滞解消

・対面通行による重大事故の解消

3)大規模地震など自然災害への備え
①東南海・南海地震発生時や、風水害時の
緊急輸送道路の確保
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今後の道路行政についての意見・提案 様式 ④
③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 和 歌 山 県
○重点事項 ○代表事例 ○期待する効果や評価等 ○その他

・国際競争力の強 ２．「選択と集中」による県管理道路の整備
化のための交通 (1)府県間道路の整備 (1)府県間道路
サービスの向上 1)京奈和自動車道と合わせ関西都市圏を拡大

・地域活力の向上 (2)内陸部骨格道路（Ｘ軸ネットワーク） 大阪・和歌山の交流連携強化
・都市交通の快適 ・国道371号橋本ﾊﾞｲﾊﾟｽ
性、利便性の向 (3)基本的生活に不可欠な道路 府県境部の渋滞解消、橋本市周辺の企
上 ①生活圏３０分圏域の拡大に資する道路の 業団地への企業立地の促進

うち整備効果の高い道路 ・泉佐野岩出線
②高速道路ＩＣから６０分圏域の拡大に資 関西国際空港へのアクセス時間の短縮
する道路のうち整備効果の高い道路

③防災上、交通安全上必要不可欠な道路 (2)内陸部骨格道路（Ｘ軸ネットワーク）
④あと少しの整備で効果の出る道路 1)高速道路を補完し県内主要都市間を結び県

内の一体的発展に寄与
・国道168号越路道路、国道424号修理川ﾊﾞ
ｲﾊﾟｽ、国道425号福井ﾊﾞｲﾊﾟｽ 等の平成23
年度までの概成

(3)基本的生活に不可欠な道路
①生活圏３０分圏域の拡大
・人口カバー率：約80％ → 約90％
②高速道路ＩＣから６０分圏域の拡大
・人口カバー率：約80％ → 約90％

時間圏域と道路整備のイメージ

あと少しの整備のイメージ

府県間道路・内陸部骨格道路
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今後の道路行政についての意見・提案 様式 ④
③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 和 歌 山 県
○重点事項 ○代表事例 ○期待する効果や評価等 ○その他

３．「選択と集中」による効率的な橋梁・
法面・交通安全対策

・大規模な地震、 (1)橋梁耐震化 (1)(2)橋梁耐震化・道路法面強化
火災に強い国土 (2)地震・風水害に対する道路法面強化 ・緊急輸送道路を集中的に整備し、３０年以内
づくり等 に発生する確率が高いといわれる東南海・南

・水害等の災害に 海地震による大規模災害時の救助活動や物資
強い国土づくり 輸送の円滑化

事例
国道３１１号（真砂大橋）耐震補強工事

・総合的な交通安 (3)死傷事故率の高い箇所の交通安全対策 (3)交通安全対策
全対策及び危機 ・特に危険な箇所について歩道設置や交差点改
管理の強化 良を行うことによる効果的な交通安全対策

※死傷事故率300以上、事故件数5件/4年以上
事例
県道粉河加太線交通安全事業(和歌山市梶取)
死傷事故率1,397、事故件数32件/4年

第１次

第２次

橋脚補強
落橋防止システム

県管理道の死傷事故率

　　　　　　　（H14～H17）
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